
1 年女子 100 ｍ　渡辺彩日（白岩小）
1 年男子 100 ｍ　柏谷月翔（西明寺 AC）
2 年女子 100 ｍ　松田かりん（生保内ジュニア RC）
2 年男子 100 ｍ　高橋空夢（桧木内ランナーズ）
3 年女子 100 ｍ　高橋陽（白岩小）
3 年男子 100 ｍ　武藤大翔（桧木内ランナーズ）
4 年女子 100 ｍ　柏谷星来（西明寺 AC）
4 年男子 100 ｍ　阿部太陽（西明寺 AC）
5 年女子 100 ｍ　佐々木稚那（白岩小）
5 年男子 100 ｍ　高橋翔大（田沢湖エスペランサ）
6 年女子 100 ｍ　田中璃桜（西明寺 AC）
6 年男子 100 ｍ　藤井甲斐（西明寺 AC）

ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

日
頃
の
練
習
の
成
果
競
う

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
陸
上
競
技
大
会

10月13日
生保内中学校

抱
返
り
紅
葉
祭
開
催
中

色
づ
く
山
肌
、
今
年
も
美
し
く

～11月10日
抱返り渓谷

渓谷を飾る色とりどりのグラデーションは、天
候や時間帯によって様々な姿を見せてくれます。

難
波
輝
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
行
政
相
談
委
員

10月8日
東京都

山
口
幸
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

人
権
擁
護
に
長
年
ご
活
躍

10月14日
田沢湖庁舎

暗
唱
の
部
最
優
秀
賞
に
戸
澤
彩
さ
ん

秋
田
県
中
学
校
英
語
暗
唱
弁
論
大
会

9月18日
秋田市

法
務
大
臣
か
ら
の
表
彰
状
を
手
に
す
る
山
口
さ
ん
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
平
成
26
年
６
月
30

日
ま
で
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
山
口
幸
子
さ
ん

（
角
館
町
）
に
、
こ
の
度
、
法
務
大
臣
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
平
成
14
年
６
月
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
12
年
間
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
人
権
擁
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
田
沢
湖
庁
舎
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
東
本
武
好
秋
田
地
方
法
務
局
長
か
ら

感
謝
状
が
、
ま
た
、
若
松
久
雄
秋
田
地
方
法

務
局
大
曲
支
局
長
か
ら
は
記
念
品
が
、
そ
れ

ぞ
れ
山
口
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
に
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
67
回
秋
田
県
中
学
校

英
語
暗
唱
弁
論
大
会
暗
唱
の
部
で
、
角
館

中
学
校
２
年
の
戸
澤
彩
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
大
会
上
位
の
10
人
で
行
わ
れ
た
全

県
大
会
で
、
戸
澤
さ
ん
は
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ

デ
ィ
」
を
発
表
。
発
音
の
ほ
か
、
表
現
力
も

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
小
学
生
の
時
、
海
外
の
友
達
か
ら
勧
め

ら
れ
た
洋
楽
で
、
英
語
に
興
味
を
持
っ
た
」

と
話
す
戸
澤
さ
ん
は
11
月
９
日
に
行
わ
れ
る

東
北
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

藤
澤
昌
校
長
と
市
役
所
へ
報

告
に
訪
れ
た
戸
澤
さ
ん
は「
来

年
は
弁
論
の
部
に
も
挑
戦
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

全国防犯功労者防犯栄誉銅賞
の畠山隆太郎さん。

出動式後出席者が見守る中、パトロール隊
が乗車し各地に出発しました。

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

全
国
地
域
安
全
運
動
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
式

10月11日
市役所西木庁舎

平
成
26
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰
式

　

10
月
11
日
、
市
役
所
西
木
庁
舎
駐
車
場
で

全
国
地
域
安
全
運
動
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
木
町
く
り
っ
こ
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
た
ほ

か
、
西
明
寺
小
学
校
の
野
球
部
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
子
ど
も
た
ち
が
、
県
警
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ま
も
る
く
ん
・
あ

い
ち
ゃ
ん
、
な
ま
は
げ
と
共
に
声
援
を
送
る

中
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
車
に
乗
り
込
み
市
内

各
所
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

出
動
式
に
先
だ
ち
、
西
木
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
で
、
防
犯
功
労
者
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

防
犯
な
ど
で
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
の

方
々
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

平成 26 年度　防犯功労者表彰式表彰者
〈敬称略〉

【全国防犯功労者　防犯栄誉銅賞】　畠山隆
太郎【秋田県防犯功労者】　吉田愼一、菅
原秀俊、鈴木重憲【仙北地区防犯功労団体】
佐勇建設株式会社、仙北地区交通安全協会
雲沢支部【仙北地区防犯功労者】田村俊一、
髙橋幸雄、平岡春彥、安藤恭藏、川村和男、
武藤啓司、菅原スミ子、鎌田義太郎、相馬
博之、佐藤淸、高橋今子

防犯功労者表彰式で表彰を受けた皆さん。

　

10
月
13
日
、
生
保
内
中
学
校
陸
上
競
技
場

で
第
９
回
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
陸
上
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
か
ら
参
加
し
た
選
手
た
ち
が
、
練
習
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

大会新

日
頃
の
ご
尽
力
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
の
難
波
輝
子
さ
ん
（
田
沢

湖
）が
、総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

難
波
さ
ん
は
、
平
成
13
年
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
13
年
に
わ
た
り
、
住
民
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
相
談
を
受
け
付
け
て
き
ま

し
た
。
難
波
さ
ん
は
「
微
力
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る

民
間
人
で
、
国
な
ど
の
行
政
に
つ
い
て
、
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
公
正
・
中
立
な
立

場
か
ら
そ
の
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。
行
政

相
談
委
員
へ
の
相
談
は
、
秘
密
厳
守
・
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女子 200 ｍ　山口まりあ（桧木内ランナーズ）
男子 200 ｍ　杉宮伊生希（西明寺 AC）
女子 800 ｍ　赤倉光姫（西明寺 AC）
男子 1000 ｍ　小林柊哉（角館陸上スポ少）
女子 400 ｍ R　伊藤・齋藤・赤倉・田中（西明寺 AC　Ａ）
男子 400 ｍ R　杉宮・高橋・富樫・藤井（西明寺 AC　Ａ）
男子走高跳　及川貴博（桧木内ランナーズ）
女子走幅跳　久保田ひかる（生保内ジュニア RC）
男子走幅跳　澤山直（西明寺 AC）
女子ボール投　猪本凛（桧木内ランナーズ）
男子ボール投　草彅魁（白岩ベースボール）

大会結果：各種目 1 位〈敬称略〉

フ
ィ
ー
ル
ド
や
ト
ラ
ッ
ク
で
、

児
童
た
ち
が
記
録
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

東
北
の
耶
馬
渓
と
称
さ
れ
る
抱
返
り
渓
谷

で
は
、
秋
を
迎
え
紅
葉
が
見
頃
と
な
っ
て
い

ま
す
（
10
月
27
日
現
在
）。
11
月
10
日
ま
で

は
「
抱
返
り
紅
葉
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

渓
谷
を
流
れ
る
川
の
青
と
、
赤
や
黄
色
に
色

づ
い
た
山
々
が
作
る
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
抱
返
り
紅
葉
祭
」　

～
11
月
10
日
（
月
）

問
合
せ
／
抱
返
り
紅
葉
祭
実
行
委
員
会
事
務

局（
一
般
社
団
法
人　

田
沢
湖
観
光
協
会
内
）

☎
（
58
）
０
０
６
３

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
全
県
３
位

第
34
回
魁
星
旗
争
奪
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

9月20日・21日・23日
にかほ市　

９
月
20
日
・
21
日
、
23
日
、
第
34
回
魁
星

旗
争
奪
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
に
か
ほ
市
で

開
催
さ
れ
、
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
が
全

県
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

過
去
最
多
の
73
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
の

大
会
。
16
組
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
予
選

リ
ー
グ
を
、
４
戦
全
勝
で
通
過
し
た
角
館
は

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
３
試
合
を
勝
ち
進
み

ま
し
た
。
準
決
勝
で
ス
ポ
ル
テ
ィ
フ
秋
田
ア

ミ
ー
ゴ
ス
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
３
位
決
定
戦

で
御
所
野
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
３

対
１
で
破
り
ま
し
た
。
12
月
13
日
か
ら
宮
城

県
で
開
催
予
定
の
フ
ジ
パ
ン
Ｃ
Ｕ
Ｐ
東
北
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

全
国
の
強
豪
相
手
に
田
川
兄
弟
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

全
日
本
ク
ラ
ス
別
空
手
道
選
手
権
大
会

9月28日
川崎市　

９
月
28
日
、
全
国
か
ら
１
２
０
人

が
参
加
し
て
、
全
日
本
ク
ラ
ス
別
空

手
道
選
手
権
大
会
が
神
奈
川
県
川
崎

市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
武
心
会
角
館
本
部
道

場
か
ら
東
北
代
表
と
し
て
出
場
し

た
田
川
颯
選
手
（
六
郷
高
校
1
年
）、

田
川
礼
選
手
（
角
館
中
学
校
２
年
）

の
兄
弟
が
、
強
豪
を
退
け
見
事
に
優

勝
し
ま
し
た
。

　

道
場
が
発
足
し
て
以
来
初
と
な

る
、
全
日
本
大
会
上
級
ク
ラ
ス
で
の
優
勝
を

成
し
遂
げ
た
２
人
の
、
今
後
更
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

各
コ
ー
ト
で
熱
戦
を
展
開

第
９
回
仙
北
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10月12日
大仙市

第１部（一般男子・成年男子・高校男子・中学３年男子）

▼ 優勝　藤村・千葉（高校生） ▼ 準優勝　鈴木・阿部（角

館クラブ） ▼第３位　高橋・仙葉（西木クラブ）第２部（シ

ニア男子 45 ～ 55・中学１・２年男子） ▼ 優勝　高橋・千

葉（田沢湖クラブ） ▼ 準優勝　田口・高橋（生保内中） ▼

第３位　伊藤・高橋（田沢湖クラブ・角館クラブ）第３部（中・

高女子、女子、シニア男子 60 ～） ▼優勝　武藤・菅（田沢

湖クラブ） ▼ 準優勝　田口・武藤（田沢湖クラブ） ▼ 第３

位　佐藤・小林（西木クラブ・田沢湖クラブ）下克上賞（中

学生で高校生・一般に勝ったペア）工藤・三浦（生保内中）

田口・高橋（生保内中）ベストペア賞（元気があり、皆に

感動を与えたペア）藤村・千葉（高校生）

優
勝
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
を
手
に
し
て
、
笑
顔
の

田
川
兄
弟
〈
敬
称
略
〉

（
右
）
高
校
生
重
量
級
優
勝　

田
川
颯

（
左
）
中
学
生
重
量
級
優
勝　

田
川
礼

　10 月 12 日、大仙市八乙女公園コートで第 9 回仙
北市ソフトテニス大会が開催されました。熱戦の結
果は次のとおりです。

　ロシア国内や国際コンクールで、数々の賞に輝く、
ロシアの伝統民族吹奏楽団ヴィシェンカ特別演奏公
演が、仙北市民会館で開催されました。様々な民族楽
器を巧みに操り、すばらしい演奏に乗せてロシアに伝
わる民謡や童謡、舞踊を披露しました。

華麗な演奏と歌で聴衆魅了
ロシア伝統民族吹奏楽団ヴィシェンカ

10月21日
仙北市民会館

過去最多の 73 チームが参加する中、見事に３位入賞となっ
たＦＣ角館セレジェスタ。

鮮やかな衣装に身を包み、数々の楽曲で会場を魅了した、民族
吹奏楽団ヴィシェンカの皆さん。

まちづくり
日記

　

前
号
に
続
き
、
仙
北
市
が
国
家
戦
略
特
区
に

申
請
し
た
３
つ
め
の
テ
ー
マ
「
医
療
観
光
拠
点

開
発
と
交
通
改
革
」
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
国
立
公
園
内
で
の
工
作
物
の
基
準
撤
廃

　

国
立
公
園
内
に
は
様
々
な
規
制
が
あ
り
、
例

え
ば
工
作
物
に
関
し
て
は
新
築
・
改
築
・
ま
た

は
増
築
す
る
場
合
は
、
環
境
大
臣
の
許
可
が
必

要
で
す
。
ま
た
特
に
玉
川
温
泉
は
、
国
指
定
天

然
記
念
物
の
北
投
石
が
あ
る
た
め
、
開
発
を
行

う
際
に
は
文
化
庁
長
官
の
許
可
が
必
要
で
す
。
玉

川
温
泉
岩
盤
浴
場
の
再
開
に
は
、
安
全
対
策
が

一
番
に
大
切
で
す
が
、
現
状
で
は
対
策
を
実
施

し
た
く
て
も
法
的
な
規
制
が
多
す
ぎ
ま
す
。
温

泉
現
場
で
の
医
療
対
応
と
併
せ
、
何
と
か
突
破

口
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
駒
ヶ
岳
は
、

高
山
植
物
の
宝
庫
で
す
。
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
、

高
齢
の
皆
さ
ん
は
、
絶
景
に
触
れ
る
こ
と
が
困

難
で
す
。
８
合
目
の
山
小
屋
に
向
か
う
車
輌
か

ら
の
排
気
ガ
ス
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
規
制
の

撤
廃
で
新
た
な
交
通
手
段
（
例
え
ば
登
山
列
車

な
ど
）
が
確
保
で
き
れ
ば
、
現
状
は
大
分
改
善

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
市
民
目
線
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構
築

　

市
内
の
公
共
交
通
は
、
バ
ス
・
鉄
道
・
タ
ク

シ
ー
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
持
ち
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
中
で
す
。

し
か
し
各
地
で
権
益
が
あ
り
、
乗
り
入
れ
が
で
き

な
い
場
面
も
相
当
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
国
土
交

通
大
臣
の
許
可
行
為
な
ど
国
の
権
限
を
撤
廃
し
、

市
主
体
で
市
民
目
線
の
交
通
体
系
を
構
築
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
免
税
店
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
拡
大

　

仙
北
市
は
、
小
さ
な
国
際
文
化
都
市
を
標
榜

し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会

を
来
年
か
ら
３
ヶ
年
連
続
開
催
し
た
り
、
３
年

後
の
合
気
道
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
招
致

し
た
り
、
現
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
は
年
々

加
速
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
外
貨
獲
得

で
地
域
の
経
済
効
果
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
、
免
税
店
の
充
実
が
何
と
し
て
も
必
要
で
す
。

で
も
現
法
下
で
は
、
免
税
店
の
条
件
が
高
す
ぎ

ま
す
。
こ
れ
を
緩
和
し
、
市
内
に
も
っ
と
多
く

の
免
税
店
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

                

※

　

国
家
戦
略
特
区
は
、
課
題
解
決
の
万
能
薬
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
指
定
も
流
動
的
で
す
。
し
か
し
新

た
な
発
想
で
挑
戦
を
続
け
る
姿
勢
が
あ
れ
ば
、
必

ず
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

仙
北
市
長

　
　

門
脇　

光
浩　

『
国
家
戦
略
特
区
に
名
乗
り
を
上
げ
て
③
』

No.73

　昨年 2 月に取得した応急手当普及員の資格

を持った女性団員が救急救命士と共に救命講

習に出向いています。

　私たちは一人でも多くの市民によって、救

急の現場で心肺蘇生が実行され AED が使用されることによ

り一人でも多くの尊い命が救えることを願い、応急手当の

普及啓発の指導者になりました。女性特有のソフト面を活

かし、市民の皆さまに指導できるよう日々勉強をしていま

す。スタートしたばかりの活動ですが、悲しむ人が一人で

も少なくなる仙北市を目指したいと思います。普通救命講

習などで皆様の元へお邪魔した際にはどうぞよろしくお願

いします。

西宮 三春

心肺蘇生法などの応急手当

を指導しています

がんばる！

団防消性女
女性団員
募集中！
仙北市総合防災課

☎ 43-1115
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